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札幌国際芸術祭2017 テーマ

札幌市は、2006年に「創造都市さっぽろ」宣言を行い、市民の創造性を活かしたまちづく

りを進めています。2013年にはアジア初のメディアアーツ都市としてユネスコ創造都市ネッ

トワークの加盟を果たし、2014年には札幌国際芸術祭を初開催しました。

そして、来年8月、第2回となる札幌国際芸術祭2017が開幕いたします。ゲストディレクター

に音楽家の大友良英氏をお迎えし、さまざまなジャンルで活躍する方々とSIAF2017スペ

シャル・ビッグバンドと呼ばれる企画チームを編成し、開催に向けての準備を進めています。

今回の開催テーマは「芸術祭ってなんだ？」。大友ゲストディレクターの指揮の下、既存の

イメージにとらわれない、札幌らしい芸術祭とは何かを皆様と一緒に考えながら、このテー

マに対する答えとなる芸術祭をつくりあげていきたいと思います。

さわやかな夏、そして秋の気配が近づく季節に、都心部や緑あふれる公園などの会場には、

3年に1度の国際芸術祭だからこそ出会える作品がたくさんあります。また、各会場を巡る

ことで札幌の街を堪能できることでしょう。

ぜひ、多くの皆様にお越しいただき、アートの力により高められる札幌の魅力を再発見して

いただければ幸いです。

札幌国際芸術祭実行委員会 会長
札幌市長　秋元 克広

ごあいさつ

2回目になる札幌国際芸術祭のテーマは「芸術祭ってなんだ？」です。

今回ゲストディレクターへの就任依頼が来たときに、わたしがまず最初

にひっかかり、そして今も考え続けているのが「芸術祭」ってなんなのか

ということです。「芸術」ってなんなんでしょう。それが「祭り」になるっ

てどういうことなんでしょう。

震災後、わたしが取り組んできた活動の中でも、とりわけ大きな比重を

占めてきたのが、これまでにない新しい「祭り」の創出でした。ここでい

う「祭り」とは単に歌ったり踊ったりの場を作ることではなく、いや、そ

れももちろん重要ですが、なにより、参加する前と後とで世界の見え方

が一変するくらいの、そんな強烈な場を自分たちの手で作り出すことが、

わたしの考える「祭り」です。今回はここに「芸術」や「国際」、そして「札幌」

が加わります。さて、どうしていったらいいものか。

そんなことを考えれば考えるほど、これらの問いに対して自分一人で考え

て、答えを出すのはもったいないと思うようになりました。市民参加の芸

術祭ですから、市民の数だけ答えがあるはずで、こうした問いに対して、

正解がひとつである必要なんてないと思います。正解とか、正論を探すの

ではなく、実際に手を動かし、誰かと何かを作るところから見えてくる何か、

1959年、神奈川県横浜市生まれ。実験的な音楽からジャズやポップスの領域までその作風は多種多様、その活動は海外でも大きな注目を集
める。また映画やテレビの劇伴作家としても数多くのキャリアを有する。近年は「アンサンブルズ」の名のもと、さまざまな人たちとのコラボレーショ
ンを軸に展示作品や特殊形態のコンサートを手がけると同時に、一般参加型のプロジェクトにも力を入れている。東日本大震災後は十代を過ご
した福島でプロジェクトを立ち上げ、現在もさまざまな活動を継続中。2012年には、「プロジェクトFUKUSHIMA !」 の活動で芸術選奨文部科
学大臣賞芸術振興部門を受賞。2013年、「あまちゃん」の音楽でレコード大賞作曲賞ほか数多くの賞を受賞している。2014年、独立行政法
人国際交流基金アジアセンターとともに「アンサンブルズ・アジア」を立ち上げ、音楽を通じたアジアのネットワーク作りに奔走している。
札幌との縁は古く、1980年代、札幌で長年にわたり、個人で前衛音楽を紹介しつづけて来たNMA（NOW MUSIC ARTS）の沼山良明に
見いだされたことが音楽家としてのキャリアの重要なスタートとなる。1990年以降は、NMA企画で、毎年のように札幌を訪れ、今日に至るま
でさまざまな音楽企画に参加、出演している。また震災後、福島から移住して来た「たべるとくらしの研究所」の安斎伸也の強い働きかけで、
2012年以降、札幌でも「プロジェクトFUKUSHIMA!」の活動を展開してきたことがSIAF2014に取り上げられ、これが札幌市北3条広場で
毎年行われる「さっぽろ八月祭」を生むきっかけとなった。これらの活動が注目され、2015年、SIAF2017のゲストディレクターに指名される。

大友 良英

音楽家

感じる何かであったほうがいい、わたしはそう考えています。100人いたら

100通りの発想があり、それらが同じ方向を向かなくたっていい。むしろ

向かないことで、ときに相互に反応しあいながらノイズが生まれたり、予

想もできないとんでもないモノが生まれたり。そして、それを「豊かさ」と

して受け入れていく大きな度量の芸術祭でなければ、世界の見え方なんて

変えられるはずがありません。

でっかい北の大地を舞台にした始まったばかりの芸術祭です。札幌や

北海道の人たちがこれまでつくってきたものや、前回の芸術祭の残して

くれたものを生かしつつ、耳をすまし、目をこらし、体で感じつつ、おお

らかに、ときにやんちゃに、ここでしかできない「芸術祭」をみなでつくっ

ていきませんか。やれ美術ではこうだ、音楽ではこうだなんてことは二

の次にして「札幌ではこうだ！」と言えるような新しい「芸術祭」を目指し

てみませんか。ここで出会ったみなさんとならそれができそうな、そんな

素敵な予感がしています。

札幌国際芸術祭2017
ゲストディレクター  大友 良英

芸術祭って
なんだ？
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札幌市は、2006年に「創造都市さっぽろ」宣言を行い、市民の創造性を活かしたまちづく

りを進めています。2013年にはアジア初のメディアアーツ都市としてユネスコ創造都市ネッ

トワークの加盟を果たし、2014年には札幌国際芸術祭を初開催しました。

そして、来年8月、第2回となる札幌国際芸術祭2017が開幕いたします。ゲストディレクター

に音楽家の大友良英氏をお迎えし、さまざまなジャンルで活躍する方々とSIAF2017スペ

シャル・ビッグバンドと呼ばれる企画チームを編成し、開催に向けての準備を進めています。

今回の開催テーマは「芸術祭ってなんだ？」。大友ゲストディレクターの指揮の下、既存の

イメージにとらわれない、札幌らしい芸術祭とは何かを皆様と一緒に考えながら、このテー

マに対する答えとなる芸術祭をつくりあげていきたいと思います。

さわやかな夏、そして秋の気配が近づく季節に、都心部や緑あふれる公園などの会場には、

3年に1度の国際芸術祭だからこそ出会える作品がたくさんあります。また、各会場を巡る

ことで札幌の街を堪能できることでしょう。

ぜひ、多くの皆様にお越しいただき、アートの力により高められる札幌の魅力を再発見して

いただければ幸いです。

札幌国際芸術祭実行委員会 会長
札幌市長　秋元 克広

ごあいさつ

2回目になる札幌国際芸術祭のテーマは「芸術祭ってなんだ？」です。

今回ゲストディレクターへの就任依頼が来たときに、わたしがまず最初

にひっかかり、そして今も考え続けているのが「芸術祭」ってなんなのか

ということです。「芸術」ってなんなんでしょう。それが「祭り」になるっ

てどういうことなんでしょう。

震災後、わたしが取り組んできた活動の中でも、とりわけ大きな比重を

占めてきたのが、これまでにない新しい「祭り」の創出でした。ここでい

う「祭り」とは単に歌ったり踊ったりの場を作ることではなく、いや、そ

れももちろん重要ですが、なにより、参加する前と後とで世界の見え方

が一変するくらいの、そんな強烈な場を自分たちの手で作り出すことが、

わたしの考える「祭り」です。今回はここに「芸術」や「国際」、そして「札幌」

が加わります。さて、どうしていったらいいものか。

そんなことを考えれば考えるほど、これらの問いに対して自分一人で考え

て、答えを出すのはもったいないと思うようになりました。市民参加の芸

術祭ですから、市民の数だけ答えがあるはずで、こうした問いに対して、

正解がひとつである必要なんてないと思います。正解とか、正論を探すの

ではなく、実際に手を動かし、誰かと何かを作るところから見えてくる何か、

1959年、神奈川県横浜市生まれ。実験的な音楽からジャズやポップスの領域までその作風は多種多様、その活動は海外でも大きな注目を集
める。また映画やテレビの劇伴作家としても数多くのキャリアを有する。近年は「アンサンブルズ」の名のもと、さまざまな人たちとのコラボレーショ
ンを軸に展示作品や特殊形態のコンサートを手がけると同時に、一般参加型のプロジェクトにも力を入れている。東日本大震災後は十代を過ご
した福島でプロジェクトを立ち上げ、現在もさまざまな活動を継続中。2012年には、「プロジェクトFUKUSHIMA !」 の活動で芸術選奨文部科
学大臣賞芸術振興部門を受賞。2013年、「あまちゃん」の音楽でレコード大賞作曲賞ほか数多くの賞を受賞している。2014年、独立行政法
人国際交流基金アジアセンターとともに「アンサンブルズ・アジア」を立ち上げ、音楽を通じたアジアのネットワーク作りに奔走している。
札幌との縁は古く、1980年代、札幌で長年にわたり、個人で前衛音楽を紹介しつづけて来たNMA（NOW MUSIC ARTS）の沼山良明に
見いだされたことが音楽家としてのキャリアの重要なスタートとなる。1990年以降は、NMA企画で、毎年のように札幌を訪れ、今日に至るま
でさまざまな音楽企画に参加、出演している。また震災後、福島から移住して来た「たべるとくらしの研究所」の安斎伸也の強い働きかけで、
2012年以降、札幌でも「プロジェクトFUKUSHIMA!」の活動を展開してきたことがSIAF2014に取り上げられ、これが札幌市北3条広場で
毎年行われる「さっぽろ八月祭」を生むきっかけとなった。これらの活動が注目され、2015年、SIAF2017のゲストディレクターに指名される。

大友 良英
OTOMO YOSHIHIDE

音楽家

感じる何かであったほうがいい、わたしはそう考えています。100人いたら

100通りの発想があり、それらが同じ方向を向かなくたっていい。むしろ

向かないことで、ときに相互に反応しあいながらノイズが生まれたり、予

想もできないとんでもないモノが生まれたり。そして、それを「豊かさ」と

して受け入れていく大きな度量の芸術祭でなければ、世界の見え方なんて

変えられるはずがありません。

でっかい北の大地を舞台にした始まったばかりの芸術祭です。札幌や

北海道の人たちがこれまでつくってきたものや、前回の芸術祭の残して

くれたものを生かしつつ、耳をすまし、目をこらし、体で感じつつ、おお

らかに、ときにやんちゃに、ここでしかできない「芸術祭」をみなでつくっ

ていきませんか。やれ美術ではこうだ、音楽ではこうだなんてことは二

の次にして「札幌ではこうだ！」と言えるような新しい「芸術祭」を目指し

てみませんか。ここで出会ったみなさんとならそれができそうな、そんな

素敵な予感がしています。

札幌国際芸術祭2017
ゲストディレクター  大友 良英

SIAF2017
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芸術祭って
なんだ？







緑に囲まれた広大な敷地を有する札幌芸術の森やモエレ沼公園。

都市の活気と歴史が同居するまちなかエリア。

SIAF2017では、特徴の異なる各会場を巡ることで、

札幌の多様な魅力を体感していただくような会場設定を試みています。

モエレ沼公園
札幌市東区モエレ沼公園1-1

世界的な彫刻家イサム・ノグチ（1904～1988

年）が基本設計を行い「公園全体をひとつの彫

刻作品」とするダイナミックな構想により造成が

進められたのがこのモエレ沼公園です。1982年

に着工し、2005年にグランドオープンしました。

189ヘクタールにおよぶ広大な敷地には、石狩

平野を囲む山脈を一望できるモエレ山や、最大

25メートルまで吹き上がる「海の噴水」など、幾

何学形態を多用した施設が整然と配置され、自

然とアートが融合した美しい景観を楽しむことがで

きます。ノグチの遺作ともなるこの公園は、札幌

が世界に誇る施設の一つです。

モエレ沼公園  

イサム・ノグチの庭から広がる音の宇宙

モエレ沼公園会場では、公園の象徴であるガラスのピラミッドを拠点として、彫刻家イサム・ノグチが

公園設計に込めた、宇宙規模の視点を現代につなぐプロジェクトを屋内外で展開します。ガラスのピ

ラミッドでは残響音が12秒を超える特殊な音響空間の中で大友良英＋青山泰知＋伊藤隆之による

作品《without records》を基にした新作を発表。また、ARTSAT×SIAFラボによる《Sculpture to 

be Seen from Space, Improvisation to be Heard from Space. 宇宙から見える彫刻、宇宙か

ら聞こえる即興演奏》では園内から成層圏まで気球を打ち上げ、ライブコーディングによって宇宙とつ

ながる即興演奏に挑みます。公園内のあちこちで、再生することのできないひとときの音楽が鳴る、

公園全体が大きな音響彫刻の空間となります。

　 アクセス

○さっぽろ駅 ─［地下鉄5分］─ 環状通東駅 ─

　─ ［バス25分］─ モエレ沼公園東口

○さっぽろ駅・大通駅周辺から車で30分

札幌芸術の森
札幌市南区芸術の森2丁目75

札幌芸術の森は、北方の新しい芸術・文化の創

造を目指すため、1986年7月にオープンしました。

豊かな自然環境のなかにある広さ40ヘクタールに

およぶ敷地には、さまざまな展覧会を開催する「札

幌芸術の森美術館」や季節の移り変わりと共に

64作家74点の彫刻作品を楽しめる「野外美術

館」、クラフト作品等の展覧会が開催される「工芸

館」のほか、「クラフト工房」や「アートホール」など、

鑑賞、発表、制作、研修、練習等の機能を備え

た各種芸術施設が点在しています。

札幌芸術の森  
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　 アクセス

○さっぽろ駅 ─［地下鉄18分］─ 真駒内駅 ─

　─［バス15分］─ 芸術の森入口

○さっぽろ駅・大通駅周辺から車で35分

大友 良英 ＋ 青山 泰知 ＋ 伊藤 隆之 《without records - mot ver. 2015》  撮影：丸尾 隆一

ジャンルに収まらない表現者たちが集う、「芸術の森」

札幌芸術の森会場では、自らがジャンルとなるような独自の活動を行ってきたアーティストたちが、

広々とした森全体に共鳴空間を作り出します。今回参加が発表となったEY  と刀根康尚は、聴

覚と視覚のふたつの領域を行き来しながら活動し、大友良英とも交感してきた表現者たちです。

いまこの瞬間にしか訪れない「現在」についての鮮烈な感覚を印づける彼らの作品は、私たちを、

日常とは異なる時間の軸へと解放してくれるはずです。

E

会場エリア

すすきの交差点

モエレ沼公園



緑に囲まれた広大な敷地を有する札幌芸術の森やモエレ沼公園。

都市の活気と歴史が同居するまちなかエリア。

SIAF2017では、特徴の異なる各会場を巡ることで、

札幌の多様な魅力を体感していただくような会場設定を試みています。

モエレ沼公園
札幌市東区モエレ沼公園1-1

世界的な彫刻家イサム・ノグチ（1904～1988

年）が基本設計を行い「公園全体をひとつの彫

刻作品」とするダイナミックな構想により造成が

進められたのがこのモエレ沼公園です。1982年

に着工し、2005年にグランドオープンしました。

189ヘクタールにおよぶ広大な敷地には、石狩

平野を囲む山脈を一望できるモエレ山や、最大

25メートルまで吹き上がる「海の噴水」など、幾

何学形態を多用した施設が整然と配置され、自

然とアートが融合した美しい景観を楽しむことがで

きます。ノグチの遺作ともなるこの公園は、札幌

が世界に誇る施設の一つです。

モエレ沼公園  MOERENUMA PARK

イサム・ノグチの庭から広がる音の宇宙

モエレ沼公園会場では、公園の象徴であるガラスのピラミッドを拠点として、彫刻家イサム・ノグチが

公園設計に込めた、宇宙規模の視点を現代につなぐプロジェクトを屋内外で展開します。ガラスのピ

ラミッドでは残響音が12秒を超える特殊な音響空間の中で大友良英＋青山泰知＋伊藤隆之による

作品《without records》を基にした新作を発表。また、ARTSAT×SIAFラボによる《Sculpture to 

be Seen from Space, Improvisation to be Heard from Space. 宇宙から見える彫刻、宇宙か

ら聞こえる即興演奏》では園内から成層圏まで気球を打ち上げ、ライブコーディングによって宇宙とつ

ながる即興演奏に挑みます。公園内のあちこちで、再生することのできないひとときの音楽が鳴る、

公園全体が大きな音響彫刻の空間となります。

　 アクセス

○さっぽろ駅 ─［地下鉄5分］─ 環状通東駅 ─

　─ ［バス25分］─ モエレ沼公園東口

○さっぽろ駅・大通駅周辺から車で30分

札幌芸術の森
札幌市南区芸術の森2丁目75

札幌芸術の森は、北方の新しい芸術・文化の創

造を目指すため、1986年7月にオープンしました。

豊かな自然環境のなかにある広さ40ヘクタールに

およぶ敷地には、さまざまな展覧会を開催する「札

幌芸術の森美術館」や季節の移り変わりと共に

64作家74点の彫刻作品を楽しめる「野外美術

館」、クラフト作品等の展覧会が開催される「工芸

館」のほか、「クラフト工房」や「アートホール」など、

鑑賞、発表、制作、研修、練習等の機能を備え

た各種芸術施設が点在しています。

札幌芸術の森  SAPPORO ART PARK

6

　 アクセス

○さっぽろ駅 ─［地下鉄18分］─ 真駒内駅 ─

　─［バス15分］─ 芸術の森入口

○さっぽろ駅・大通駅周辺から車で35分

大友 良英 ＋ 青山 泰知 ＋ 伊藤 隆之 《without records - mot ver. 2015》  撮影：丸尾 隆一

ジャンルに収まらない表現者たちが集う、「芸術の森」

札幌芸術の森会場では、自らがジャンルとなるような独自の活動を行ってきたアーティストたちが、

広々とした森全体に共鳴空間を作り出します。今回参加が発表となったEY  と刀根康尚は、聴

覚と視覚のふたつの領域を行き来しながら活動し、大友良英とも交感してきた表現者たちです。

いまこの瞬間にしか訪れない「現在」についての鮮烈な感覚を印づける彼らの作品は、私たちを、

日常とは異なる時間の軸へと解放してくれるはずです。

E

会場エリア

すすきの交差点

モエレ沼公園
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佐藤 直樹   SATO NAOKI

アートディレクター／多摩美術大学教授

1961年東京都生まれ。北海道教育大学卒業後、信州大学で教育社会学・
言語社会学を学ぶ。美学校 菊畑茂久馬絵画教場修了。1994年、『WIRED』
日本版創刊にあたりアートディレクターに就任。1998年、アジール・デザ
イン（現Asyl）設立。2003～10年、アート・デザイン・建築の複合イベン
ト「セントラルイースト東京（CET）」プロデュース。2010年、アートセンター
「アーツ千代田 3331」立ち上げに参画。サンフランシスコ近代美術館パー
マネントコレクション他国内外で受賞多数。

メインビジュアルやシンボルマークをはじめとしたデザインのすべて

は開催期間に照準を合わせ変化させていきます。

2016年2月16日の開催概要において、「札幌国際芸術祭デザインプ

ロジェクト」を、2016年からスタートする継続プロジェクトの一つと

して以下のように説明していました。

「SIAF2017を広く発信するデザインは、ワークショップを通じて、

芸術祭のテーマにふさわしいデザインの考え方を整理し、まずはシ

ンボルマークに繋げていきます。同時に、サインや看板といった必

須のデザイン要素やコミュニケーションのためのデザインを共同作

業として組み立てていく予定です。結果だけでなく、その過程を重

視することにより、アーカイブについても学習と実践の機会となるこ

とを目指します。」

ここに書かれている通り、これまで一般参加のミーティングやワーク

ショップを重ね、会場につながる札幌の街全体の風景を視野に入れ

ながら、どのようなデザインがSIAF2017にふさわしいかを判断する

ための軸を探ってきました。そこから導かれたのが右記の項目です。

変化するデザイン

つまり、現時点で発表したものもまだ途上であり、会期までの約1年

の間にも徐々に変化し、また個々のプロジェクトとともに会期が終

了するまでの間にも成長を遂げるものとして、造形的にも色彩的に

も幅を持った設定をしています。

単一の規格で統一イメージをつくるのではなく、芸術祭が包

括する個々のプロジェクトの多様さに対応しうる柔軟さを備え

ていること。

1

札幌の街全体で展開される特性を考慮し、会期に入ってか

らの現場判断によってもカスタマイズが可能となるような

変動性を持たせること。

2

インターネットを通じて世界中の人たちと情報共有することを

踏まえ、情報のやり取りによる各要素の変更余地も残してお

くこと。

3

芸術祭のため（for SIAF）だけでなく芸術祭を通じて

（through  SIAF）推進されるべきデザインプロジェクトの一

環として、成長させられるものであること。

4

メインビジュアルと
シンボルマーク
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